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〈編集後記〉 
月報 NO.517 をお送りします。刊行が予定より大幅に遅れたことをお詫びします。特に、当初の締
切日までに原稿を下さった執筆者の方に深くお詫びいたします。その責任はひとえに本号に限って
編集を担当した柴田にあります。 
本号は、去る 3月 18 日に中国上海市で開催された専修大学社会科学研究所と上海社会科学院共催
による「経済・社会の構造変容と諸課題－日本の現状･中国の現状－」の中国側４名の報告要旨（日
本語訳）・パワーポイントで示された資料（中国語）と日本側の報告者(宮嵜晃臣、福島義和、柴田
弘捷、唐鎌直義の４所員)、司会者（鶴田俊正研究参与）、コメンテイター（平尾光司、内田弘両所
員）がそれぞれ帰国後文章化したものを掲載しました。 
中国側の報告はパワーポイントで示された資料を見ていただくと解りますように、率直に現代中
国社会の諸問題を明らかにする実証的な研究であり、かつ政策提言的なものでした。パワーポイン
トによる資料は紙幅の関係で小さくなってしまい、かつ中国語のままで見にくいかも知れませんが、
社研にフロッピーがありますので、拡大して見ることができます。関心のある方は社研事務局まで
お申し出下さい。 
日本側の報告者のものは、前述したように帰国後文章化したものです（加筆の度合いはそれぞれ
濃淡がありますが）。平尾、内田両所員のコメントは、言語の壁／通訳の問題があったにもかかわら
ず、当日の的確なコメントの上に、見られるように、通常のコメント以上に熱の入った原稿をいた
だきました。また、前半の司会を担当してくださった鶴田研究参与の「感想」は、今回のシンポジュ
ウムの全体的な問題点の的確な指摘および国際シンポジュウムの難しさの指摘とその解決の方策の
一つを提言してくださっています。 
今回のシンポジュウムでは、鶴田参与の指摘のように、言語の壁、同時通訳の問題点等を痛感し
ました。加えて報告者の人数の問題／日程の問題（１日で８人の報告は多すぎる）もあり、双方の
報告の十分な理解、質疑応答の十分な時間が取れなかったこと等、これらの問題は今後の社研の国
際シンポジュウムへのあり方として生かせていけたならばと思った次第です。 
なお、質疑が採録されなかったのは残念なことですが、これも言語の壁の問題が反映した一つです。 
ともあれ、今回のシンポジュウムが、日中双方にとってお互いの現状理解と研究者の交流、ひい
ては日中友好促進の一助になったのではないかと、自負すると共に、これにかかわったすべての方々、
なかんずく、日中双方の報告者、司会者、コメンテイター、質疑者、このシンポジュウムに参加し
てくださった方々、特に村上事務局長、嶋根所員、通訳・翻訳等で活躍くださった湯所員、施特別
研究員、そして上海社会科学院の皆さんに、改めて感謝の意を申し上げます。 
本来は「まえがき」で書くようなことを記してしまい、「編集後記」にはなっていませんが、本シ
ンポジュウムの主催者の一人としての感想を述べさせていただきました。 
なお、本シンポジュウムは 2005 年度社研春季合宿研究会の一環として開催されました。合宿研究
会の詳細については『月報』NO.515 を参照ください。 （Ｈ.Ｓ） 
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